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プラスチック射出成形品内部の 
強化繊維3次元観察および 
画像処理による配向評価技術

FRP成形品／射出発泡成形品／X線CT観察／画像処理／3次元定量評価キーワード

成形品の変形などの不具合解析やそのメカニズム解明、機械的特性の推定には、X線CTによる強化繊維や発泡状態の3次元観察に
加えて、定量的に評価することが重要となり、高機能かつ付加価値の高いものづくりにつながります。ご興味のある方はお気軽にご
相談ください。

FRP（繊維強化樹脂）を用いたプラスチック成形品は、強化繊維の配向や分散状態
によって強度・剛性の低下や成形後の変形など様々な不具合が生じる。この不具
合の発生メカニズムの解析およびその対策には、成形品内部の強化繊維の配向
状態や分散状態を定量的かつ3次元的に把握することが需要である。

①�高精度なX線CT装置を用いた高度な3次元観察技術を駆使し、FRP成形品内部
の繊維や微細発泡成形品における気泡状態の3次元観察を行っている。

②�独自に開発した繊維配向評価アルゴリズムおよび画像処理プログラムを用い
て、成形品内部の繊維配向や気泡の状態を定量的に評価している。 X線CTによる3次元観察画像をもとに、独自に開発した画像処理技術を駆

使して、成形品内部の強化繊維や気泡状態を定量的に評価する。さらに、
構造解析モデルを構築し、数値解析により成形品物性値の推定を行う。
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